
 

 

 

 

 
 

「１月は行く」「２月は逃げる」「３月は去る」という言葉ど

おり、月日が足早に過ぎ、記録的な大雪でスタートした３学期も

残すところあと１か月を切りました。３学期は１年間の学習のま

とめを行うとともに、進級・卒業に向け、様々な取組をしていま

す。 

 今年度は「６年生の思いを受けつごう週間」が企画され、第１

週は、６年生の各委員長が朝の放送で下級生にメッセージを伝

えました。同時に次年度委員会に所属する４年生が５年生の支

援を受け委員会体験を開始しました。第２週は、１～５年生が

これから自分のがんばりたいことと６年生へのメッセージを作

成し、第３週で、それぞれの学年でメッセージを伝えます。 

最終日の３月５日、児童会引継式が行われ、全校で３つの花を咲かせる気持ちを高めるよ

う計画されています。 

 自分を見つめ、振り返り、伝える学習はキャリア形成に関わってきます。１年生・２年

生は保育園との交流で、園児さんに喜んでもらうプレゼントを贈ったり、園児さんを招待

して学校案内を行ったりしました。３年生は「冬を楽しもう集会」で、１・２年生を楽し

ませようとゲームを企画しました。４年生では１／２成人式で、５年生は夢センセイとの

授業で今の自分を見つめ、将来の自分を描いてきました。６年生は総合的な学習の時間で

「よりよい自分を探して」というテーマで興味のある職業調べ学習を行い、自分の具体的

な進路を考える一歩となりました。このように特別活動を要として、各教科の特質に応じ

てキャリア教育の充実を図っています。 

今年度からキャリア教育実践のためのツールとして新たに「キャリア・パスポート」が

導入されました。「キャリア・パスポート」は、小学校入学から高校卒業までの記録を学

年、校種を越えて引き継ぎ、学びの振り返りや見通しに生かされていくものです。これま

でも子供たちは学期のスタートや学校・学年の行事ごとに自分の目当てを立てたり、自分

の成長を実感したりしてきましたが、各学年で実践されたキャリア学習に関わる内容につ

いて、自らの存在価値を感じたり、自分を見つめ直したりできるようにＡ４版のワークシ

ートで自己評価します。そのシートをクリアファイ

ルに保管し、蓄積していきます。 

進級・進学に向けたこの時期、ご家庭でも学校や

家庭での生活の成長を認めていただくことで、子供

たちはいっそう自己肯定感をもつこともできます。

この機会を大切にし、子供たちと共に次へのステッ

プに進んでいくことを願っています。      

         （教 頭  角川  誠） 

 

学 校 便 り   滑川市立西部小学校 R3．2．26 
学校教育目標  「三つの花」を咲かせる西部っ子 

にこにこ花  楽しくあいさつができる子 
ほかほか花  相手の心を思いやることができる子 

きらりん花  キラキラと自分らしく輝く子 



 

 

 

 

 

雪を大いに楽しんだ西部っ子たち 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

頑張っています委員会活動 PartⅡ 
 
       
      

 

      
       

 

２月20日冬を楽しもう集会(１～３年生) 

２月５日スキー教室(４～６年生)極楽坂 

昨年とうって変わって今年は雪に恵まれ、好天も重なり思う存分楽しむことができました。特にスキー教
室では、ＰＴＡ、校区内外の方にもスキー指導者として参加していただき、安全に充実した活動が実施でき
ました。ありがとうございました。1～３年生もタイミングが合わず、集会が何度も延期となりましたが、
最高のコンディションで雪とふれあうことができました。 

  

  

今年は全校児童の残食をなくすための取組を
重点的に進めました。給食週間で給食に携わっ
ている人達への感謝の手紙をまとめる作業も行
いました。 

お昼の放送で、みんなの給食が楽しくなるよ
うに曜日ごとにいろいろな企画を考えました。
アナウンスの練習も一生懸命取り組んでいま
す。 

今年度は全校での集会ができませんでした
が、各教室に委員が出向いて、校内放送を使っ
てみんなが楽しめるよう工夫した集会を実施ま
した。 

朝、校門前に立ってあいさつ運動に取り組
み、あいさつの上手な人を紹介ました。また右
側通行が身に付くよう階段にシールを貼りま
した。 



 


